












要約:

  母子保健法の改正により、母子保健事業マニュアルに示されたように、母子保健施策等

の理念は子育て支援の中心的役割を果たすことであるから、今後の乳幼児健診は疾病・異

常をスクリーニングし、これに対応することに加えて、育児支援を大きな柱とする育児支

援型乳幼児健診となる。

　乳幼児健診での育児支援はどうあるべきか、またどのようなことをすべきかなど各地の

研究協カ者の意見をまとめた。

  その内容は、  1)乳幼児健診での育児支援、  2)ゆとりある担当職員数の確保、3)健診

票について、4)診察について、  5)集団直営方式と個別委託方式について、  6)担当職員

間のチームワークについて、  7)栄養士と心理担当者の確保が困難な場合、  8)専門機関

や他施設との連携について、である。


